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1 ま え が き

本県での交互法における初秋蚕期伐採は,太条0割伐採

が慣行化されており,収穫技術に熟練を要しかつ単位時間

当りの収穫能率に限界があり輸収法等に比し非能率的であ

る。一方,晩秋蚕期には残条数の%40い残し伐採が行わ

れず,単 に条長の2仲間伐採のみにとどまる例が多い。従

って,か なりの残桑 となる場合もあり問題が残されている。

そこで,本法において,初秋蚕期の伐採割合を増加するこ

とにより,初秋期収量を高め,従来の大条 3割伐採の煩雑

さを解消し,更 に晩漱期の中間険採の円滑化を図れるか否

かを植付 4年 目から3カ 年検討し若千の知見を得たので報

告する。

2試 験 方 法

供試桑園 :当場大林桑園,72年山林を開こんした受食土,

第 3紀層粘質壊土 桑品種・ 改良鼠返,栽植距離・20π ×

107,仕立・中刈無挙仕立,栽植年次・'72年 ,肥培管理・

〇 粒状固形肥料特 2号 (1014:4)年間 300切 /10a春

6:夏 4,試験1～ 2年 目敷わら管理3年 目以降清耕管乳

試験区 :試験区は表 1の ように設定 し,調査株は着手当

年に有効校条数の揃つた個体を選び継続調査した。 1区 1

a, 2連制.調査は初秋蚕・ 晩秋蚕・翌春蚕を1サイタル

として各蚕期別に収量,枝条構成等を計測した。

5 試験結果及び考察

年次別にみると次の通りである。

1年 目 : 初秋期は伐採割合を増すにしたがつて収量が

高く,晩秋期は逆に標準区が優 り伐採割合を増すにしたが

って収量が低くなる傾向を示したが,夏秋合計では標準区

に比し7・ 8割伐採区が優 り, 6割区は同程度, 5割区は

指数で89と 劣つた。翌春の収量は,収獲枝数の多い順に高

かった。(5割>6剖>7割―標準>8割各区)そ の結果,

年間合計収量ではいずれの割合増区とも標準区よりも優,

た。初秋伐採後の再発枝は,標準区ではほとんどみられず,

割合が高い程 多発したが晩秋蚕の壮蚕用桑 として使用は

不可能であつた。又,初秋期に伐採割合を極端に高めると,

残条がたれ校となり側校の発生をうながすことがあるが,

本試験ではこの現象はみられなかつた。標準区を除いた各

区の収穫要領はお仲間伐採であるため省力化が認められた。

本年は,初秋期以降,雨量が少なく,晩秋期には千ばつ状

態が散見され,桑の伸長も全般的に劣り,収量への影響も

懸念された。

表 1 試 験 区

注.協
換機換Lケ締

略 区とも初秋蚕期にЮ～加

2発
著認腐ォ籍謝機槙襟警撃番「

前年40“残伐採

2年 目: 初秋及び晩秋期 の各区間の収量傾向は 1年

目と同様であつたが,秋蚕合計では 5割区がやや低めの外

は標準区と同程度であつた。又,晩欣期の収穫技からπ当

り葉量をみると,伐採割合が高くなるにしたがつて増加傾

向を示した。翌春を含めた年間合計収量では,8割区がや

や低めの外は,いずれも標準区よりもやや優つた。

3年 目: 初秋期は全般的に収量が低かつたが,区間の

傾向は前年と同様であつた。晩秋期と合せた夏秋合計では,

各割合増区とも標準区よりも劣つたが,な かでも6・ 7割

区が20'台減収となつた。翌春蚕の収量を加えた年間合計

収 穫 の 要 領

初 秋 蚕 期 晩秋 蚕期 翌春蚕期

標  準  区
有効枝 3割
40m残伐採

条数の半数40

2召輩:優嚢
条収穫技基部

伐採

5割 伐 採 区
有効枝 5割
40術残伐採 嚢条%中

間伐
ク

6割 伐 採 区
有効枝 6割
40卸残伐採

// //

7割 伐 採 区
有効校 7割
40“残伐採

″ //

8割伐 採 区
有効校 8割
40“残伐採

″ ″
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では, 5割区が最も優 り(108),次で標準区(100),8割 ,

6割 となり7割 区は最も劣った(89)。  春蚕期のπ当り新

檎量は各区とも標準区と大差がなかつた (表 2)。

3カ 年の合計収量を夏秋期合計,春蚕期,年間合計の順

にみると,夏秋合計では,標準区に比し, 8割区が同程度

で, 5割区まで伐採割合が低くなるにつれて 7割 (95),6
割 (93),5割区 (91)の ように漸減の傾向が認められた。春

蚕期収量は, 5割 区が最も優 り,標準区の27%増,次 いで

6割 (+13¢ ),7割区(+7¢ )と なり,8割区は
'%減

と

表 2 年次別収量指数の推移

注.蚕期別の① は初秋蚕, ② は晩秋蚕, ③は翌春蚕。

採り,晩秋はその%鶴度となる(図 1)。

樹勢は各区とも旺盛で,初秋伐採後の残枝条の倒伏はほ
とんど無く,萎縮病あるいは故障株の発現は認められなか
つた。叉,初秋伐採枝からの再発枝条は伐採割合が高くな
るにしたがって,その条数及び再発量は増加したが,晩秋
期壮蚕用桑 として使用できる状態には至らなかつた。

図 1 各蚕期別収量割合

本試験からみて,初秋期の伐採割合を従来より増した太
条 5割伐採が次のような点で有利性があると考 えられる。
① 初秋期の収穫の簡略化及び収量増加による収穫能率の

向上が図れた。

② 晩秋期は条長の場筏採のため収穫 しゃすく省力的であ
つた。

③ 標準区に比 し年間収量が低下せず常に安定 した収量が

なつた。年間合計では5割区がやや優つた外は,標準区と

同程度であった (表 3)。

次に 3カ 年平均の各蚕期別収量割合を,初秋 :晩漱 :春

でみると,標準区は,お よそ18:41:41で 晩秋と翌春が

同程度,初秋はそれらの約2の収量となつている。 5割伐

採区は25:26:49で春蚕期に年間の半量を採 り,初秋と晩

秋で残りを2分する。 6割区では,初秋に年間の純%を採

り, 7害1区では春蚕期は同程度であるが初秋と晩秋のパラ

ンスが標準区と逆になる。 8割区は初秋に年間の半量弱を

得られた。

④  春蚕の収量割合が多いので春蚕重点の飼育体系にも対

応できる。

⑤  本試験の範囲では樹勢は健全で,夏秋の枝条伸長等標

準区と大差なかった。

4 ま

交互伐採法における初・晩秋期の収穫能率の向上を図る

ため,初秋蚕期の伐採割合を従来の大条 3割 (標準区)よ
り増 し(5・ 6・ 7 8割 )晩秋期は残条%中間伐採とした場
合の年間収量に及ぼす影響について,開 こん桑国で比較検
討 した。

その結果, 3カ 年合計収量では夏秋合計収量については,

8割区≒標準区>7害♭ 6割≒ 5割区の順であり,翌春蚕
期については, 5割>6割>7割>標準>8割区となり,

5割区が最も多く標準区に対 して27%の増収を示 した。更
に,こ れらを合計した年間収量では,標準区に比 し5割伐
採区がやや優 り,他の割合増区は大差なかつた。
年間収量を低下させずに夏秋期の収穫能率を高めるには,

本試験においては, 5割伐採が有効であつた。
本試験期間では故障株の発現は各試験区とも認められな

かつたが,更 に継続 した場合の樹勢への影響は今後の検討
課題である。

1)

2)

3)
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表 6 蚕期別
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標 準 区
5割伐採区
6割伐採区
7割伐採区
8割伐採区

1.118

1.5,6

1,920

2,273

2,829

2.491

1,716

1,456

1,189

881
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